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ケイ酸塩鉱物 
し鳶薄て舞きと翌こ’，編賢醸I鶴眼撒 

しろ うん も 

白雲母 
MUSCOVITE （マスコバイト）I白雲母 

KAI2(AISi3)01~(OH)2 

無色、白色、薄茶色、緑色、銀色がかった灰色 

ガラス光沢、真珠光沢 

なし 

白色 
結晶はガラスまたは真珠のような光 

沢を持っており、その端は双晶と 

なって組み合わさっているものが多 

いが、結晶の形をとらないときは、 

鱗片状や散在する薄片の場合がある。 
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鉄やクロムを含むため、 

緑色がかった白雲母。 

アメリカのノースカ口 

ライナ州産。 

白雲母は、力リ 

ウムとアルミニ 

ウムなどからな 

るケイ酸塩鉱物 

のなかま。 

口シアのウラルで産出したも 

のが、モスクワ経由でョー 

ロッパに輸出されており、そ 

れが、「モスクワガラス」と 

言われていたところから鉱物 

名がつけられた。 
男開は完全で、素焼き 

の陶板にこすりつける 

と白色の条痕が残る。 

1 

おもに花闘岩やペグマタイト、結 

冨片若、片麻薯などで産出するほ 

か、躍積箸ゃ援触菱蔵作甫を受 

けた岩石の中で見つかっている。 

白色か無色の場合が多 

いが、薄茶色や緑色、 

銀色がかった灰色をし 

ていることもある。 

何枚も積み重なった薄い層ででき 

ている結晶は、層と層を結びつけ 

る力が弱く、紙のように薄くはが 

れる性質を持っており、別名「千 

枚はがし」とも呼ばれている。 
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ケイ酸塩鉱物 
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さまざまな用途 

ガラスに似た特性を持つうえ、ガラスよりも弾力性がある 

白雲母は、数百年にわたってガラスの代用品として舷懇など 

に利用されてきた。さらに、熱や電気を通しにくい性質もあ 

ることから、アイロンや真空管などいろいろな電気製品の絶 

縁体や、ストーブの小窓、壁紙、ワニス、セラミック製品、 

屋根ふき材料などに用いられている。また、日本では、日本 

画や版画などで、キラキラした光沢を出す白雲母の粉をまぜ 

た「きらら引き」という和紙が使われたり、粉を絵の上にふ 

りかける「きらら刷り」という技法が伝えられている。 

白雲母は数種類存在し、とてもきめの細かい維秩をしてい 

るセリサイト（絹雲母）、カリウムが少ないかわりに水を多 

く含んでいるハイドロマスコバイト、多量のケイ素と少量の 

鉄やマグネシウムを誉若しアルミニウムが少ないフェンジャ 

イト、緑色が特徴で酸化クロムを5パーセントも含んでいる 

フクサイト（クロム白雲母）などが知られている。 
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▲ほぼ六角形の、幅の広い鱗片状の白雲母。 

スイスロ 

ノルウェー昭

スウェーデン園 

イタリァn 

,福島県石川町で 

産出する。 

東海岸地域のメロールにある 

イニクルティ鉱山で85トン 

の結晶が産出したことがある。 

トアメリ力のコネティカッ 

ト州ブランチビルで産 

出した白雲母。 

ノースカ口ライ 

ナ州やコネティ 

カット州などで 

見つかった。 

オーストラリア 

ブラジル ■ 

誉・ 

大きな結晶が発見さ 

れている。 

ふく し官けAいしかわ，、 

ト福島県石川町で産出 

した白雲母。 
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